
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

九州石炭史の研究 : 筑前仲原村記錄 (一)

檜垣, 元吉

https://doi.org/10.15017/2335378

出版情報：史淵. 50, pp.105-116, 1951-12-28. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



九

州

石

炭

史

の
J

研

究

ーl

筑

前

仲

原

村

記

録

li
付

檎

垣

ヌじ

序

士
口

九
州
の
地
は
日
本
に
於
て
最
も
早
く
石
炭i
が
後
見
さ
れ
共
の
採
掘
の
歴
史
に
於
い
て
も
長
い
沿
革
を
有
し
て
い
る。
然
る
に
石

茨後
見
D
営

凶
川
u，．．

 
，
 

初
の
妹
態
は
さ
て
長
き
明
治
以
前
に
於
け
る
石
炭
の
歴
史
は
必
や
し
も
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
現
存
のん
史
料
も
幕
末
の
も
の

が
大
部
分
で
現
在
迄
に
於
け
る
諸
研
究
も
亦
を
の
材
料
と
の
制
約
を
免
れ
な
い。
此
の
意
味
に
於
て
以
下
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
仲
原
村
記
録。

は
此
の
昼
白
を
満
た
す
べ
き
石
炭
記
録
で
以
て
明
和
l
寛
政
期
に
於
け
る
石
炭
採
掘
稼
行
の
一
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
に
足
り、
そ
の
意
味
に

於
て
此
の
小
論
は
九
州
石
炭
臭
概
観
の
一
部
と
篤
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る。

仲
原

村
・

糟

屋

炭
田
の

立
地

仲
原
村
は
筑
前
糟
屋
郡
に
麗
し
箱
崎
町
の
東
部
に
援
し
九
州
大
事
の
東
方
若
杉
山
の
山
鹿
に
位
す
る
丘
陵
の
多
い
農

村で
あ
る。
村
の
中
央

を
須
古品
川
が
西
北
に
流
れ
多
々
良
川
と
合
流
し
て
名
島
に
於
い
て
内
海
に
往
々
の
で
あ
る
が、
従
っ
て
此
の
地
域
は
須
古品
川
に
よ
っ
て
堆
積
さ

九
州
石i

炭
奥
の

、研
究

「

O
五

れ
た
土
居

より
成
り、
地
下
は
砂
磯
屠
で
江
戸
時
代
に
於
け
る
村
勢
は
中
位
に
位
し
て
い
る
け
れ
E
も
そ
れ
は
経
済
上
都
市
D

周漣
地
で
あ
る喝
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九
州
石
炭
史
の
研
究

と
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
震
で
あ
っ
て
賓
質
的
に

店

主
の
農
村
と
は一
ご
難
く
同一
の
環
境
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
隣
村
大
川
村
白

島

に
よ
れ
ば
藩
営
局
の
苛
数
誌
求
も
加
わ
っ
て
小
作
農
民
の
如
き
は
上
納
米
を
除
け
ば
冬
季
の
根
米
丈
け
し
か
な
く 、

春
季
の
波
米
を
有
し
な
い

者
対
中
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
る
と
云
う

が
如
き
依
態
で
あ
っ
た。

従
っ
て
此
の
地
域
の
農
民
は
何
等
か
の
第
二
の
産
業
を
以
て
し
な
く
て
は
そ
の
生
活
を
維
持
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
営
然
で
あ
っ
た。
而
し

て
此
等
の
農
民
壮
早
く

か
ら
そ
の
活
路
を
石
炭
採
掘
に
よ
っ
て
見
出
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る。

一
証

糟

屋

郡

志

すど
， 

此
の
地
方’
は
所
謂
筑
豊
炭
田
地
借
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
糟
屋
炭
坑
は
宇
美 、
須
憲 、
志
発 、
仲
原
の
四
箇
村
に
跨
る
二
百
寓
坪
の
鎖
匝
で

か
つ
て
は
審
日
本
海
軍
の
諜
備
炭
鎖
で
あ
り

今
街
地畑
農
し
て
稼
行
さ
れ
て
居
る。

北
九
州
に
於
い
て
産
業
と
し
て
石
炭
が
採
掘
さ
れ
た
D
は
先
づ
遠
賀
郡
で 、
つ
い
で
業の
影
響
が
周
圏
に
撲
大
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が 、

共
の
最
も
辛
い
も
の
は
滋
賀
川
流
域
で
間
も
な
く

糟
屋
郡
で
も
採
掘
が
開
始
さ
れ
た 。
貝
原
盆
軒
の
「
筑
前
績
風
土
記」
ハ
元
職
十
年
序〉

カ宝

「
頃
年
糟
屋
の
山
に
で
も
F

ほ
る」
と
記
し
て
い
る
の
は
此
の
頃
に
於
て
糟
屋
茨
の
歴
史
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と一訴
え
よ
う 。

稲
岡
藩
に
於
て
石
炭
を
塩
田
に
使
用
す
る
こ
と
を
創
始
し
た
若
松
の
庄
屋
和
田
佐
平
も
そ
の
最一
初
の
ヒ
ン
ト

は
公
用
で
稿
同
に
赴
い
た
際 、

途
上
農
夫
が
石
炭
を
焚
い
て
践
を
と
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
に
議
し
て
い
る
と
云
わ
れ
る
か
ら
或
は
幅
岡
郊
外
の
糟
屋
附
近
に
於
け
る
出
来

事
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
ぬ。

明
和
二
年
の

認
を
有
す
る
幅
岡
博
多
の
地
誌
「
石
城
志」
も
民
町、に
髄
し
て
次
の
如
く

迷
ぺ
て
い
る 。

前
略
「
遠
賀
郡
に
て
村
民
是
を
掘
て
薪
に
代
ふ。
E
徳
中
年
よ
り 、

席
回
郡
・

表
糟
屋
郡
の
村
民
も

此
石
を
掘
て
薪
に
代
ふ o」

「
清
用
便
利
に
し
て
盆
有
る
事
を
し
り

て 、
終
に
は
町
々
戸
々
に
停
へ
て、
あ
ま
ね
く

岡
市
中
及
び
里
家
ま
で
流
行
せ
り o
人
亦
是
に
馴

れ
ね
れ
ば 、
な
り
づ
か
ら
喚
無
を
嬉
へ
歩。
夫
よ
り

両
郡
の
村
民
等 、
燃
石
を
掘rっ
て
茨
と
な
し 、
馬
に
負
は
せ
日
々
岡
市
中
に
来

｝齢
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ぐ
事
移
し
。

「
燃
石
を
掘
っ
て
茨
と
な
し」’
と
云
う
の
は
採
掘
し
た
石
炭
に
加
工
し
て
骸
茨
と
し
た
と
と
で、
長
野
誠
の
「一
脂
向
民
政
誌
略
」

年
刊〉
に
は
「
石
城
志」
の
記
事
を
敷
初
し’
℃

ハ
明
治
廿

、

「
蟻
返
し
で
湾
石
の
如
く
な
り
た
る
は
臭
気
少
し、
粕
・
席
二
郡
は
城
下
に
近
け
れ
ば
館
返
し
τ
日
毎
に
馬
に
貸
せ
来
り、

う

る

車中

移

し」
と
云
っ
て
居
る。福

岡
藩
石
炭
史

仲
原
村
記
録
の
位
置

幅
岡
藩
は
由
来
林
産
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
土
貞
享
四
年
藩
債

累積
し
て
償
還
の
道、
な
く
勘
定
奉
行
村
山
角
左
衛
門
の
建一一百
に
よ
っ
て
圏
中

樹
木
大
樟
E
松
各
千
本
を
残
し、
飴
は
公
私
の
別
え
く
教
を
査
し
て
乙
を
伐
り、
そ
の
後
は
杭
と
す
る
べ
き
小
木
ナ
ら
他
に
買
い
竹
は
隣
園
に

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
で
あ
っ
た
か
ら
福
岡
城
京
の
住
民
は
常
に
燃
料
に
苦
し
ん
で
居
た
と
云
う
べ
き
で
A

以
後
徳
川
時
代
を
通
じ
て
主
と

し
て
五
島、
天
草
の
薪
炭
に
依
存
す
る
と
と
が
多
か
う
た。

ぷ描wpt

事
情
右
の
如
く
で
あ
っ
た
上
に、
藩
蛍
局
は
早
く
か
ら
山
林
保
護
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
竹
子
商
責
す
ら
停
立
し
京ゆ
っ
た
程
で
享
保
三
年
に
は

在
々
竹
木
伐
貰
が
停
止
さ
れ、
小
木、
ば
い
ら、
松
枝
を
除
く
外
「
竹
又
は
丸
木
割
木
之
薪」
の
貰

i

貿
を
禁
止
し
此
の
趣
旨
は
賓
暦
四
年
及
び

ハ「
幅
岡
藩
郡
万
記
録」）
併
し
こ
の
法
令
が
行
わ
れ
る
震
に
は
薪
に
代
る
べ
き
燃
料
の
供
給
が
必
要
で

九
年
度
に
も
再
び
強
調
さ
れ
て
居
る。

あ
る
し、
か
L
る
燃
料
事
情
は一
一暦
石
炭
の
採
掘
と
使
用
を
促
進
し
た
で
あ
る
う。

近
世
に
於
げ
る
石
茨
の
歴
史
は
西
鶴
の
「一
目、
玉
鉾」
ハ
一
七
O
O）
に
遠
賀
郡
黒
崎
bL
「
石
を
焼
く
所
也」
と
記
さ
れ
て
居
る
の
が
絡

ん
E
最
初
の
記
事
で
あ
る
程
明
ら
か
で
な
い
が
享
保
二
年
の
宗
像
郡
勝
浦
村
の
製
塩
記
録
に
よ
る
と
「
盤
焼
石
乙
儀
数
十
年
芦
屋
ヨ
リ
積
ミ
参

p
候
属」一
宮
々
と
あ
る
か
ち
遠
賀
郡
を
中
心
と
し
て
凡
そ
一
六
六
0
年
代
に
は
か
な
り
の
程
度
迄
石
炭
の
用
途
が
知
ら
れ
且
つ
商
品
と
L
て
の

九
州
石
炭
奥
の
研
究

0 
七
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九
州
石
山沢
真
白

研
究

一

O
八

債
値
も
・次
第
に
高
ま
っ
て
来
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
Q

元
総
四
年
江
戸
参
府
の
ケ
ン
イ
ル
は
山
家
i
飯
塚
l
小
倉
途
上
で
石
炭
坑
を
見
て
居
る
し、
此
の
頃
の
石
炭
採
掘
者
と
し
て
は
植
木
孫
右
衛

門
ハ
元
総
十
四
年
夜）

が
知
ら
れ
て
居
る。

先
づ
製
監
に
始
ま
ハJ
た
石
炭
使
用
は
瓦
焼、

火
薬
の
製
造
等
工
業
の
方
面
に
海
岸
や
郊
外
で
利
用
さ
れ
都
舎
で
は
儀
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た一

の
が
元
総
十
六
年
の
績
風
土
記
刊
行
の
頃
に
は
好
ん
で
風
呂
た
き
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り、

更
に
加
工
し
て
骸
茨
と
す
る
方
法
が
行
わ
れ

る
に
及
ん
で
幅
岡
・
博
多
市
民
の
燃
料
の
大
卒
ば
周
蓬
の
農
民
が
採
掘
す
る
石
炭
に
よ
っ
て
賭
わ
れ
る
に
至
っ
た。

か
く
て
前
掲
マ
石
城
志」
の
記
事
の
如
く
農
民
等
が
日
々
馬
に
よ
っ
て
雨
市
中
に
搬
入
し
・な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
石
炭
の
需
要
は
増
大
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る。

仲
原
村
記
録
は
此
の
「
石
城
志
」
成
立
の
六
年
後
明
和
八
年
ハ
一
七
七
一
〉
か
ら
二
十
二
年
間
寛
政
五
年
に
至
る
迄
の
日

鎌
で
あ
る
。

其
の
後
文
化

〉文
政、

天
保
に
か
け
て、

藩
設
局
が
或
は
焚
石
曾
所
を
設
立
し、

或
は
焚
石
仕
組
を
作
ハJ
て
統
制
を
加
え
藩
財
政

の
震
に
利
用
せ
ん
と
す
る
積
極
的
態
度
を
明
ら
か
に
hす

る
の
で
あ
る
が、

以
上
の
二
十
二
年
聞
は
そ
の
直
前
で
採
掘
に
藩
の
許
可
は
必
要
と
す

る
も
猶
大
躍
に
於
て
放
任
さ
れ
且
ハJ
隣
接
郡
市
住
民
の
石
炭
需
要
が
最
も
上
昇
し
た
時
代
で
あ
っ
た。

仲
原
村
記
録

石
炭
に
闘
す
る
部
分
は
史
料
的
債
値
が
多
い
と
信
宇
る
か
ら
且
つ
年
代
順
に
列
記
す
る
と
と
に
よ
っ
て
一
一単
に
其
の
全
貌
を
知
り
得
ら
れ
る

便
宜
も
あ
る
か
ら
之
を
抜一
翠
す
る
こ
と
に
し
よ
う。

安
永
武
己
V
E
月
向
加
輿
丁
昌一一
石
丁
弘
願
仕
候
嵐
相
叶
段
々
一繁
昌
佐
一
日一一
石
丁
場
中
所
々
算
用
凡
積
萱
貫
目
程
ハ
出
申
候一一
付
村
方

折
合
申
程
之
儀一一
候

J

＊

石
炭
の

採
掘
場、

採
掘
の

出
願
は
庄
屋
が
す
る
。

十
二
月
初
メ
よ
り
む
か
へ
加
輿
了一一
石
丁
場
願
仕
掘
ら
せ
候
所
殊
ノ
外
さ
か
へ
翌
年
四
月
迄
績
き
移
敷
出
申
候
間
村
中
有
付
申
候
事
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・
安
永一一一
年
十一一
月

一

同
舟
初
メ
浦
田
石
丁
場
村
中
よ
り
願
出
申
候一一
付
御
役
所
へ
罷
出
相
願
申
候
所
御
免
被
仰
付、
堀
立
候
得
共
口
口
迄一
向

水斗
吸
居
申
口

＊’
 

営
時
銭
借

口候
欺
と
申
候
間
銭
五
百
目
粗
波
申
候。
然
麗
翌
未
ノ
疋
月
二
日
よ
り
取
掛
り
漸
廿
二
三
日
比
水
汲
付、
石
丁
場」一
相
成
申
候
事

本

庄
屋
が
鱈一
涛
的
後
立
て
と
な
ワ
て
居
る
。

安
永
五
年
十
二
月

堤
ノ
下
大
二
郎
和
七
回
地一一
石
丁
場
致
候
様
申
候
慮
金
原
E
五
郎
廿
六
日
ノ
タ一一
落
込
相
果
扱

々領
事
成
事
共一一

安
永
六
年
十
二
月

事

一
同
月
よ
り
花
ケ
滞
甚
作
団
地
ト
甚
助
畠一一
石
丁
場
願
設
年
内
に
も
少
し
銭
取
候
而
正
月
二
日
よ
り
水
吸
立
出
精
仕
候
事

出寛
永
八
年
二
局

同
月
中
旬
よ
り
上
野自国一一
石
T
場
出
来
致
さ
せ
候
慮
殊
ノ
外
は
ん
し
よ
う
致
候
事

天
明
元
年
十
二
月

同
月
よ
り
い
は
の
ん
っ
き
わ
け一一
石
丁
場
仕、
殊
乙
外
さ
か
へ
口
申
候
事。
且
又
長
泉
寺
ノ
内一一
も
ほ
り
申
候
事

天
明
二
年
十｝
月

此
の
年
は
前
年
に
引
績
く
亭
に
よ
る
凶
作
で
米
債
騰
賞、
加
う
る
に
夫
銭
の
納
入
の
震
に
窮
乏
の
度
を
加
え
た。
－

一
事
ハ
前
略〉
彼
是一～
付
及
飢
候
程
之
儀ユ
付
花
栗
喜
三
郎
ト
惣
五
郎
ト
田
地一一
石
丁
場
仕
立
さ
せ
候
慮
重
夜
を
遇
シ

出精
候一一
付
中
間
五

人
催
合
萱
人
前
冬
之
内
七
拾
め
飴
宛
取
候

G

然
上
ハ
卯
ノ
正
月
元
日ハ
別
存
村
口
口
共
や
と
い
水
汲
せ
二
日
よ
り
惣
出
仕、
人
増
以
上
春ハ

＊
 

六
拾
人
組一一
而
堀
申
事一一
候υ

年

九
州
石
炭
史
の

研
究

一

O
九
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九
州
石
単純
真
。

研
究

一
一
o

二
月
大
天
気
巳一一
井
手
水
も
き
れ
申
程
乙
事
候。

左
候
ヘ
ハ
中古
ル
辰
ノ
十
一
周
よ
り
堤
ノ
下
嘉
左
衛
門
儀
三
次
新
三
郎
仁
助
太
蔵
抱
田
地

一一
石
了
場
仕
立
申
候
慮
中
間
五
拾
人
飴
組
合
候
属、

冬
年
よ
り
一
向
雨
無
之
候－一
付
水
ハ
少
く
候
得
共
大
口
遭
殊
乙
外
取
れ
不
申
侯
間
同
局

よ
り
二
組一

で成
候
慮、

少
々
充
取
れ
申
事一一
候。

天
明
八
年一一一
月

一

同
局一一
一蹴
七
郎
・
太
郎
次
・
嘉
蔵
所
江
石
T
場
致
候
庭
殊
之
外
繁
昌
仕
徐
分
之
石
出
申
事
昌
一焼。
石
炭
費
立
前
萱
石
百
五
十
文
位
仕
候
間

一
日一
こ
か
ふ
取
仕
候一一
付
霊
人
前
蝕
分一一
銭
高
取
込
申
侯
事。

元
勘
六
屋
敷
ハ
不
繁
昌
仕
申
候。

一

去
ル
夏
よ
り
右
茨
殊
之
外
高
直
ニ
相
成
市
中
へ
手
廻
リ
不
致、一
候一一
付、

他
園
出
ハ
勿
論
他
郡
出
等
迄
も
澗
敷
御
留一一
」和
成
右
ニ
付
遠
賀
鞍

手
郡
下
ノ
関
へ
廻
p
石
御
留一一
付
津
屋
崎
へ
不
規
付
廻
シ
参
侯
魔
彩
敷
儀
故、

叉
と
甚
左
衛
門
様
不
被
及
御
手一

ニ長
故
急一一
御
し
ら
へ
有
之

侯一一
付
九
月
廿
一
日一一
申
参
廿
二
日一一
村
々
よ
り
申
y
E
月
主
り
九
月
護
市
中
へ
費
出
し
石
炭
何
程、

十
月
よ
り
十
二
月
迄
費
出
し
候
茨
何

程、

此
分
は
凡
替、
リ
一一
而
申
出
候
様一一
軍
次
郎
様
よ
り
被
仰
付
候
問
郡
中
村
と
よ
り
中
積
り
を
以
何
村
よ
り
付
出
し
候
分
何
寓
何
千
俵、

何

村
よ
り
何
千
俵
と
申
書
上
仕
申
候。

扱
々
大
あ
ら
め
成
御
詮
儀
之
事一一
候
也。

設
Z

饗
暦
三
，
四
年

‘

、

右
石
茨
三
十
四
五
年
以
前
ハ
廻
、
こ
石一一
付
三
十
文
位
致
候。

其
後
ハ
五
十
文
位
仕
候
得
者
宜
敷
直
段
と
相
悦
ヒ
申
事一

ご使。

夫
よ
り
六
十

位
久
と
致
候。
上
り
下
り
仕
居
候
底
近
年
ハ
百
武
拾
文
夫
よ
り
百
五
十
文
又
は
百
八
十
文一一
相
成
候
間
右
之
御
詮
儀一一
相
成
候
得
共
最
早
石

も
蝿
翠
し
申一一
付
何
分
不
及
手一一
一事一一
一焼。
己
前
と
事
之
外
相
違一一
相
成
侯
問
書
し
る
し
置
申
事一一
候。

天
明
八
年
十
二
月

一

同
月
、よ
り
穂
波
鞍
手
雨
郡
よ
り
廻
し
石
炭
萱
石一一
付
五
十
七
八
文
位
仕
候
之
慮
御
奉
行
富
永
甚
左
衛
門
様
よ
静
堂
荷
四
拾
五
文
充
直
段
定

メ一

三被
仰
付
候。

右一一
付
営
郡
内
之
石
茨
も
次
第
下
ケ一一
相
成
査
石
ニ
付
百
廿
文
位一一
相
成
市
中一一
一町
内
右
之
通
り
御
定
法
と
申
沙
汰一一
候

得
共
郡
内
ハ
左
様
之
儀一一
而
ハ
無
之
候
先
家
中
取
沙
汰一一
一向
暫
ク
直
段
下
ケ一一
相
成
候
得
共
押
詰
候

而瓦
と
百
五
六
十
文
位一一
相
成
あ
し
や

’k
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廻
り
石
炭
も
四
拾
五
文一一
一也
段
御
極
メ
被
成
候
得
共
其
分
内
入
味
少
ク
相
成
候
間
本
廻
γ
俵一一
い
た
し
候
ハ
、
五
石
程
も
入
不
申
候
珂
ハ
萱

石
無
之
程一一
相
成
候。

爾
市
中
石
炭

襲一一
付
御
仕
組一一
付
堅
炭
問
屋
御

装

着
拝
借

地約と
し
て
御

襲

撃

室。

迫
々
爾
市
中
質
問
屋
品
来
侯
事。

堅
炭
問
屋
何
軒
あ
し
や
石
炭
問
屋
何
軒
塩
問
屋
何
軒
と
営
月
よ
り
御
定
法
出
来
候
僚
直
段
三
拾
四
匁
よ
り
五
匁
位
迄
仕
候
事

天
明
九
年
E
用

同
月
よ
り
風
呂
左
助
屋
敷
＝
叉
と
石
丁
場
仕
立
候
℃
石
わ
け
取一一
致
候
慮一
日一一
石
一
か
ふ
充
堀
取
申
候。

堤
ノ
下一一
石
丁
場
去
多
よ
り
仕
立
候
得
共
殊
之
外
に
は
ん
し
よ
う
致
同
月
ニ
叉
と
仕
立
候
得
共
水
汲
明
不
申
候一一
付
拙
者
仕
組
村
方
よ
り

軒
別
萱
人
充
加
勢
出
し
申
候
滋
漸
水
汲
付
申
候。

寛
政
二
年
十
一
月

同
店一一
御
仕
組
出
来
仕

々
共一一
仕
組
石
丁
場
出
来
仕

受
付
犬

車
内
長

差

益

二
丁
場
出
来
本
郷
村
抱

二
丁
場
出
来
仕
候
構

大
隈
丁
場
ハ
早
々
石、
出
申
候
得
共
本
郷
丁
場
水
多
ク
加
勢
も
出
来
不
仕
候
間
村
と
よ
り
水
引
夫
日
ミ
出
申
事
共
候。

営
村
内
よ
り
も
以
上
参

百
飴
人
申
出
候。
御
奉
行
様
よ
り
是
悲
共一一
石
出
V
申
候
向
石
炭
登
石
八
十
文
直
段一
二柑
極
メ
申
候
様
被
仰
付
村
と
共
ユ
請
合
判
取
候
而
差

上
申
事一
ご
候。

右一一一
付
石
了
場
才
判
佼
大
隈
村
庄
屋
輿
兵
衛
蹴
石
村
庄
屋
孫
兵
衛
二一
被
仰
付

。
』

l

十
文
賓
と
被
仰
付
候
得

空会副
之
石
茨
一邑
段
島耳
石一一
付
百
文
百
拾
文
位
仕
候
様
之
儀一一
付
八
十
文一｛
賓
申
も
の
無
之
事一一
候
間
後
と
詮

口扱

御
呼
出
y
之
上
四
斗
樽
境
は
な
し
に
而
八

と
と
ま
り
入
申
儀一一
候
事

十
二
局

前
月
之
温
石
炭
弐
第
御
詮
義
強
ク
禰
萱
石
八
十
文
寅一一
仕
侯
様
被
仰
付
候
間
同
月
廿
日
過
急一一
表
粕
屋
中
庄
屋
不
残
長
者
原
庄
屋一
万一一
呼

寄
之
上
爾
大
庄
屋
殿
御
出一一
而
村
と
請
合
書
物
仕
調
郡
中
桐
敷
八．
十
文
費一一
申
候
候
間
御
奉
行
様
御
屋
敷
へ
一
向
炭
賢
寄
付
不
申
又
ハ
百
十

九
州
石
炭
奥
の

研
究
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研
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文
位一一
貿
取
銭
鵠
之
節
八
十
文
充
代
銭
相
渡
候
屋
敷
も

有
乙
事
ユ
付
十
人
之
内
三
入
四
人
程
ハ
茨
寅
相
止
申
健
も

有
之
廿
六

七
日
比
ハ
地
行

鳥
飼
繋
院
町
角

／＼h
ヘ
ハ
参
り

不
申
候一一
付
殊
乙
外
無
手
廻
し一一

相
成
茨
直
段
高
直一一
相
成
申
候
事。

寛
政
コ一
年
E
月

（
前
略）

扱
叉
石
炭
貫
之
儀
去
ル
十
二
月
殊
之
外
差
も
つ
れ
侯
得
共
蛍
月一一
相
成
候
而
ハ
難
及
手
候
ュ
付
登
石
代
百
拾
文
位
よ
り

下
直一一

ハ
費
不
申
候
へ
共
共
成
ニ
而
相
関
申
候。
中
々
一岡
市
中
茨
薪
前
々
よ
り
し
ら
へ
方
も

有
之
候
へ
共
慶
大
成
事一

ご焼
ヘ
ハ
決
市
を
り

不
申
候。

寛
政
四
年
十一
一
月

（
賀
政
三
年
）

抽出
刀

ハ
覧
政
四
年
以

（
前
略）

営
村
ヘ
ハ一
亥
ノ
冬
よ
り

地
之
頭一一
石
丁
場
仕
子
ノ
年
十
二
月
迄
堀
候一一
付
右
之
石
丁
場
銭一一
而
大
豆
買
掛
代
銭
鵡
不
牡
候
問
存

乙
外
成
口
申
事一一
候

《
賀
政
五
年
u

乍
然
各
内
よ
り

根
米一一
手
間
申
も

有
之
候
間
博
多
大
演
安
武
八
兵
衛
方
へ
秋
後
よ
り

相
談
仕
置
萎
馳
下
着
仕
候
問
姿
五
斗
俵
六
十
匁
丑
ノ
四

事

月
か
ら
し
出
来
迄
延
代
銭
萱
石一一
付
五
十
匁一一
望
取
夫
々
一一
室
候
も
の
へ
割
渡
申
事一一
御
座
候 、

扱
も

策
毒
成
年
柄
口
口
存
候
事。

寛

政

五

年

（
前
略）

遁
と

飢
命一一
及
候－一
付
安
武
よ
り
米
借
ヲ
以
村
中
及
飢
候
者
宍
へ
相
渡
申
候
事同一
候。

辛
子
堂
匁一一
付
八
合
武
勺一一
而
差
引
仕

候。

右一一
付
埠
と

地
頭
様
挽
米 、

安
武
よ
り
も
買
錦一一
仕
堂
石一一
付
北
郷
米
五
拾
四
匁一一
而
梯
方
仕－
候
事

七

用

扱
又
村
方
遁
々
渡
米
切
レ
一一
相
成
侯
間
安
武
よ
り

武
石
三
石
五
石
付
上
せ
割
渡
可
仕
候
事

庄
屋
の
性
格
l
l
商
人
と
の
関
係

先
づ
石
炭
採
掘
の
上
に
主
要
な
位
置
を
占
め
る
庄
屋
の
性
格
を
商
人
と
の

関係
に
於
て
考
察
し
よ
う 。

以
上
に
見
て
来
た
様
な
村
落
に
於
け
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る
庄
屋
は
村
役
人
と
し
て
の
性
格
の
外
に
企
業
家
と
し
て
の
活
動
が
必
要
と
な
り、
と
ふ
に
自
か
ら
資
本
を
持
っ
か
或
は
商
人
と
結
び
付
く
契

伺
機
が
生
じ
て
来
る。

仲
原
村
記
録
で
は
農
村
と
密
接
な
関
係
を
以
て
町
人
が
登
場
す
る
の
は
安
永
五
年
十
二
月
で、
酒
殿
燭
（
仲
原
村
の一
部〉
が
貢
納
す
べ
き

箱
崎
郡
麟
詰
米
を
箱
崎
の
町
人
生
島
屋
停
左
衛
門
が
請
合
っ
た
の
が
初
見
で
あ
る。
即
ち
同
年
は
納
米
困
難
の
潟
村
々
に
紛
争
が
起
り
酒
殿
で

＊

t

 

も
や
む
を
得
守
生
島
屋
に
依
頼
し
た。、

＊

 

「一

十
二
月
ハ
前
略）
扱
米
直
段
査
石－一
一何
三
拾
武
文
位ニ
相
成
村
と
梯
切
大
そ
う
と
う。
乍
然
表
粕
屋
は
御
上
通
リ
年
内
梯
明
算
用
相

済
候
符
共、
余
郡ハ
年
内
仕
組
不
相
成
所
も
多
ク
候。
箱
崎
御
郡
米
十
四
五
日
よ
り
廿
日
迄
ニ
詰
切－一
相
成
村
々
も
め
申
事
共一一
候。ハ
中
略

酒
殿
鱒ハ
箱
崎
生
島
屋
請
持一一
致
さ
せ
置
（
中
略〉
年
明
算
用
仕
登
石
代
廿
八
九
匁
乙
充
り
ヲ
以
同
人
方
へ
内
錦
仕
出
事
共－一
候」

生
島
屋
は一
年
後
の
安
永
七
年
十
二
月
の
記
事
に
も
現
わ
れ
る
人
物
で
従
来
糟
屋
郡
の
切
立
銭
及
び
箱
崎
仕
組
銭
を
頭
っ
て
居
た
ら
し
ぐ
屡

と
農
村
の
震
に
租
税
或
は
買
納
米
を
請
負
い
附
近
の
農
村
と
緊
払
な
闘
係
を
持
っ
て
居
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る。

註
寸
是
迄ハ
御
郡
山切
立
銭
箱
崎
宿
仕
組
銭
と
申
候
間ハ
笹
栗
酒
場
甚一
郎
又ハ
箱
崎
生
島
原
停

品店街
門
預
り
居
申
候
慮
営
年
よ
り
御
奉
行
様

御
仕
組
と
し
℃
不
残
米
銭
共－一
御
都
倉
納
メ
ニ
相
成
候
間
倫
又
村
と
そ
う
と
う
仕
候
事」

町
人
特
に
農
民
と
闘
係
深
き
米
穀
商
或
は
酒
屋
が
農
村
の
震
に
納
税
を
請
負
う
こ
と
は静岡
時一
般
化
し
て
居
り
「ハ
宗
像
郡）
年
代
記
録」
に

よ
る
と
安
永
年
度
か
ら
十
数
年
前
の
賓
暦
十
二
年
C
3
3
に
幅
岡
湊
町
の
米
屋
八
郎
助
な
る
者
が
諸
郡
の
切
米
指
紙
を
買
取
っ
て
支
梯
を
請

合
っ
て
居
先
慮、
濃
か
に
出
奔
し
党
矯
騒
動
と
な
り
特
に
宗
像
郡
の
大
庄
屋
中
に
は
入
牢
す
る
者
さ
へ
生
じ
弁。
此
の
尚
来
事
は

れ」
と
稀
せ
ら
れ
た
営
時
の
農
村
に
と
っ
て
は
歴
史
的
事
件
で
あ
る
が
町
人
が
農

村の
貢
約
に
介
入
し
た
と
と
を
示
す一
例
で
あ
る。 「
宗
像
崩

ー
叉
仲
原
村
記
録
安、
氷
七
年
八
月
の
記
事
に
よ
る
と
箱
崎
の
郡
磁
詰
米
を
出
し
て
賓
却
し
よ
う
と
し
た
が
需
要
者
な
く
米
債
が
根
端
に
下
落
し

た
の
で
諦
返
す
村
々
も
生
じ
た
時
残
像
の
米
を
幅
岡
奨
院
白
米
屋
蹴
兵
衛
が
百
俵
に
付
ニ
石
の
櫓
米
で
預
か
っ
た
と’
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る

九
州
石
炭
史
の

研
究
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九
州
石
茨
史
の
研
究

一
一

が、
と
れ
亦
貢
納
米
を
中
心
と
ず
る
農
民。

町
人
交
渉
。
一
例
で
あ
る

Q

併
し
農
村
が
窮
飴
の
策
と
し
で
町
人
に
依
存
す
る
と
と
は
必
寛
商
業
資
本
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
る
と
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら 、

農

民
も
監
督
者
た
る
官
僚
も
鵜
て
此
の
黙
に
気
付
か
な
い
替
は
な
く 、

先
寸
前
掲
の
史
料
の
如
く

是
迄
町
人
預
り

で
あ
っ
た
切
立
銭 、

仕
組 一
銭
と

去
う
が
如
き
も
の
を
郡
倉
納
め
と
し
て
郡
奉
行
の
管
轄
下
に
置
か
ん
と
す
る
企
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
斯
く

て
は
農
民
と
し
て
は

蕃
来
依
存
し
来
っ
た
金
融
機
関
を
一
朝
に
し
て
失
う
と
と
L
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
安
永
九
年

会
ヨ
3

十
二
尽
に
は
二
歩
面
佼
切
立
銭
の
町

預 F

け
を
止
め
郡
内
に
漬
け
置
き
下
さ
れ
ん
こ
と
を
庄
屋
中
か
ら
郡
奉
行
に
願
い
出
て
居
る
。

同
居－一
而
役
或
歩
切
立
銭
面
佼
萱
人－一
付
百
六
十
六
充
営
村
田
役
数
百
廿
萱
人
銭
拾
九
貫
三
百
六
拾
文
四
月
十
一
日
取
立一一

註
「

口
合
銭
三
拾
八
貫
七
百
武
拾
文。」

天
明
元
年
E
月

ハ
前
略）
面
役
或
歩
切
立
銭
ハ
町
預
ケ
御
止
被
下 、

郡
内一一
御
頭
ケ
置
震
被
下
候
様一一
と
庄
屋
中
よ
り

御
願
申
上
候
慮
営
燭
内
ハ ＼
須

年
賀一
p
ニ
被
仰
付
候。

以
上
の
史
料
は
「
町
漬
け」

を
止
め
郡
内
に
漬
け
置
く
と
と
を
願
い
出
た
理
由
に
就
い
て
は
何
事
も
語
つ
て
は
居
な
い

。

併
し
城
下
町
商
人

の
苛
責
な
き
搾
取
を
避
け
ん
と
し
て
面
佼
切
立
銭
の
保
管
を
在
村
商
人
の
手
に
移
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り 、

或
は
更
に
進
ん
で
此
の
直
ち
に

資
本
化
し
得
る
切
立
銭
を
更
に
身
近
な
彼
等
自
身
容
易
に
利
用
し
得
る
範
圏
内
に
置
こ
う
k
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

何
れ
に
せ
よ
彼
等
明
町
人
に
脊
中
を
向
け
そ
の
畢
出
し
た
面
役
切
立
銭
を
何
等
m仰

の
意
味
で
産
業
資
本
と
し
て
白
か
ら
利
用
せ
ん
E
し
て
い ．

た
も
の
と
思
は
れ
る
。

末
文
に
須
恵
村
の
み
年
預
り
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
云
う
の
は
此
の
切
立
銭
が
一
年
を
限
度
と
し
て
須
恵
村
の
庄
屋
村

佼
人
の
掌
握
下
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う。

し

以
上
は
何
れ
も
一
鷹
町
人
が
官
僚
か
ら
も
農
民
か
ら
も
閉
め
出
さ
れ
ん
と
し
て
居
る
情
勢
佐
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
銃
に
助
の
時
代
に
於
け

f＼
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る
商
業
資
本
の
力
は
枇
曾
の
各
唐
に
深
く
諺
透
し
て
居
hy
簡
単
に
否
定
し
去
ら
れ
る
程
微
弱
な
も
の
で
は
な
か
っ
た。

天
明
六
年
の
餌
僅
は
六
年
に
亘
る
凶
作
の
後
を
う
け
官
民
共
に
最
も
窮
乏
し
た
時
代
で
糟
屋
地
方
も
「
上
納
方
村
々
共
に
成
寄
申
さ
や
候

問、
犬
み
だ
れ
に
而
田
畠
を

責り
身
を
寅
り
上
納
仕
り
候
事」
E
云
わ
れ
る
が
如
き

愁思
で
あ
っ
た。

中に
は
全
く
上
一納

れ郁
ん
じ
な
い
討
も

あ
る
。「

裏
粕
屋
建
内
村
百
生
中

申談
上
納
相
聞
不
申
候一一
付、
御
組
衆
四
人
久
原
大
庄
屋
作
右
衛
門
殿
江
辻
村
庄
屋
左
作
召
連
御
納
方
才
判一一

御
出－一
成
候
得
共、
百
生
中
一
向
掛
リ
合
不
申
何
分
上
納
方
相
温肝
不
申
候
ニ
付
御
奉
行
様
よ
り
原
上、
演
男、
久
原、
中
原
大
庄
屋
衆
回

人一一
式
拾
五
貫
目
御
借
立
被
仰
付」

と
云
う
結
果
と
な
っ
た。
「
百
生
中
相
聞
き
申
さ
予」
と一五
い
「
百
生
中
一
向
掛
り
合
申
さ
予」
と
云
う
様
な
建
内
農
民
の
強
硬
な
反
援
に

よ
っ
て
四
村
の
大
庄
屋
が
借
入
金
肥
よ
っ
て
埋
合
は
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
十
二
月
も
押
し
詰
っ
た
頃
彼
等
は
結
局
博
多
商
人
の
前
に
叩
頭
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た，o
即
ち

「
廿
七
八
日
比ム一
掛
博
多
油
屋
仁
左
衛
門、
釘
屋
六
右
衛
門
と
申
者
よ
り
借
立
ヲ
以
御
上
納
方
相
演
申
候」

と
云
わ
れ
る
如
き
結
果
と
な
っ
た。

k

以
上
に
よ
っ
て
村
役
人
等
と
博
多
商
人
と
の
繋
が
り
が
一
鷹
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が、
要
す
る
に
庄
屋
は
石
炭
採
掘
事
業
経

の
主
韓
で
あ
っ
て、
其
の
責
任
者
と
し
て、
一
村
の
賦労
働
力
を
掌
握
し
つ
L

且
つ
若
干
の
資
金
を
握
り、

其
の
蓮
替
に
よ
っ
て
金
村
民
の
生

相仰を
保
管
し
てー
居
た
も
の
で
多
分
に
企
業
家
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
有
し
共
の
経
営
形
態
に
於
て
は
其
の
賊労
働
の
内
容
忙
於
て
封
建
的
性
格
を

拙糊
し
て
居
る
と
と
も
議
想
し
な
え
て
は
な
ら
な
い
が、
外
観
上
極
め
て
近
代
マ
ニ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
と
類
似
し
た
組
織
の
統
轄
者
で
あ
っ
た
と
と

が
考
え
ら
れ
る。

天
明
に
弐
ぐ
寛
政
の
第
四
年
ハ
弓∞凶）
は
蜂
害
と
大
風
と
の
隔
難
に
よ
る
大
凶
作
で
減
牧
三
十
寓
石、

賞
牧
は
廿
高
石
に
過
ぎ
宇
食
糧
歓
乏

九
州
石
炭
奥
の
研
究

一
一
五
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九
州
宥
炭
史
の

研
究

の
矯
上
下
を
翠
げ
て
非
常
な
混
乱
に
陥
っ
た
。

糟
屋
郡
も
亦
そ
の
例
に
も
れ
な
か
っ
た
が
仲
原
村
は

前年
の
寛
政
三
年
多
か
ら
池
の
頭
に
石
丁

場
を
聞
き
稼
行
中
で
あ
っ
た
の
で
仲
原
村
庄
屋
は
そ
の
牧
盆
ハ
石
丁
場
銭
d

を
以
て
債
額
の
下
落
し
つ
L
あ
っ
た
大
豆
を
買
付
け
て
居
る
。

蓋

し
採
炭
従
事
者
乃
至
村
民
で
糧
食
に
乏
し
い
者
の
震
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

猶
そ
れ
で
も
四
年
冬
に
は
根
米
巴
差
支
え
る
と
と
が
議
測
さ
れ

た
の
で
米
穀
商
と
推
定
さ
れ
る
博
多
大
演
町
の
安
武
八
兵
衛
な
る
人
物
と
折
衝
し
て
翌
年
の
四
局
は
牧
穫
を
強
想
さ
れ
る
突
積
を
引
き
営
て
に

戸国ー・

ー..... 

ヲミ．

京会
六
十
石
を
入
手
し
希
望
者
に
分
興
し
て
居
る
。

か
を
こ
れ
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う 。

こ
L
忙
於
て
想
起
す
べ
き
は
明
治
三
十
一

年
福
岡
勝
三
井
山
野
茨
鎮
で
坑
道
関
撃
中
地
下
か
ら
議
見
さ
れ
党
遭
難
者
供
養
碑
で
此
の
碑
は
享 ，

ハ
史
料
前
掲）

採
炭
経
管
の
主
鑓
と
し
て
庄
屋
の
佼
割
が
如
何
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た

保
八
年
（
一
七
二
三
）

採
決
中

鍵
死
し
た
と
思
わ
れ
る
「
杢
平 、

左
市

、

宇
七 、

徳
平 、

掠
七
妻、
コ一
介
妻 、」
六

人
の
矯
に
大
庄
屋
古
江
掠
平

が一

主
と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
が

、

こ
れ
も
皐
に
村
役
人
が
横
死
せ
る
村
民
の
震
に
供
養
碑
を
建
て
た
と
云
う
の
で
左
く
大
庄
屋
が
企

業
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
犠
牲
者
の
冥
幅
を
祈
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
掠
平
は
飯
塚
市
麻
生
鋸
業
駐
の
創
始
者
麻
生
末
吉
の
血
縁
者
と
推
定
さ
れ
て
居
る
が 、

麻
生
太
吉
も
亦
庄
屋
出
身
者
で

、

彼
が
明
治
初

年
茨
鏡
業
者
と
し
て
撞
頭
し
た
の
も

遇
然
で
は
な
く 、

そ
の
後
端
は
父
組
以
来
の
石
炭
採
掘
の
経
験
か
ち
出
裂
し
た
も
の
で
留
る
う
。

一
冗
京市
耀
岡
藩
忙
於
い
て
炭
田
地
帯
の
庄
屋
は
何
れ
も
皆
小
茨
鏑
経
営
者
で
か
L
る
事
例
は
史
料
の
明
ら
か
に
な
っ
て
居
る
も
の
丈
け
で
も
二

一
二
に
止
ま
ら
な
い

。

ハ
鞍
手
郡
金
生
村
石
井
氏 、

同
郡
口
口
村
古
野
氏
等
）

斯
く
の
如
ぎ
過
程
の
中
に
近
代
石
茨
鋸
業
に
於
け
る
資
本
企
業
家 、

勢
働
者
が
着
々
と
し
て
準
備
さ
れ
つ
L
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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A Study on the l-list:ory of Minfog Coal in Kyushu 

By M. l-ligaki 

Here l. intend to clear up the real situation of mining coal in the 
middle Edo l?..eriod according. to the historical materials of the village 
named Nakαbaru仲原，near FukZf,oka. 
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'1 --

fa this village peasants were· engaged in miuing coal for four months 
ln wmter every· Year-one third of a year. Those poor peasants 
were led by 'Shoya’ 庄屋 or the village headman, and in case of 
necessity all men of the village co・operated. The large part of fuel 
used by citizens of Fukuoka 叩d Hakata depended on the coal which 
these peasants of the suburb brought in, 
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